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愛知県小牧市の概要

○面 積 62.81㎞2   

○人 口（2019.12.1） 153,096人
○外国人数 9,851人（6.4%）

○姉妹都市 アメリカ
ミシガン州ワイアンドット市

○友好都市 アメリカ ワシントン州グラント郡
大韓民国 京畿道安養市
北海道 二海郡八雲町

国指定史跡 小牧山

織田信長が初めて自らの手
で築城した小牧山城。

豊臣秀吉と徳川家康が争っ
た小牧・長久手の戦いの地
としても知られる。



小牧市内の日本語教室

日本語教室（小牧市国際交流協会）
日本語体験隊「NAKAMA」

（小牧市国際交流協会）

日本語教室（NPO法人にわとりの会）



課題 日本語教師の養成

教室数 割合 教室数 割合
0 0.0% 2 4.8%
9 40.9% 20 47.6%
12 54.5% 18 42.9%
1 4.5% 2 4.8%
22 - 42 -

ボランティア

合計

現段階で人は足りているが、将来的に不足すると予想している
人は足りていて、今後も問題はない

人が足りていない
わからない

日本語教師

年代別日本語教師等の数 （平成30年度国内
の日本語教育の概要（文化庁国語課）より抜粋）

教師等の養成
（NPO法人にわとりの会）

日本語教室における日本語教師・ボランティアの状況
（外国人集住都市会議）

60代以上
約32％

約95％

約90％



課題 めざす方向と求める方向のミスマッチ

•地域・学習者に応じた教育内容の選択
と工夫

•行動・体験中心の活動
•専門家・地域住民との協働
•対話による相互理解の促進

「生活者としての外国人」のための日本語教育
ハンドブック（文化庁国語課）より抜粋

•母国での就職が有利に
なるため高い日本語能
力を身につけたい。

•国内でも、日本語能力
が低いと高い賃金の職
に就けない。（日本語能
力向上が、外国人や地
域における賃金の上昇
につながる）

日本語能力試験や日本
語検定など、日本語の能
力を証明する試験の受
験をめざす。
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国への投げかけ

日本語能力の向上に対応した
カリキュラムの作成

「生活者としての外国人」のための日本語教育
ハンドブック（文化庁国語課）より抜粋

日本語能力の
向上を図る
カリキュラム

学ぶ側のニーズに
対応できる

総合的な日本語教育



国への投げかけ

特に日本語能力の向上を確実に指導でき
る人材の育成と処遇改善。資格等の仕組
みづくりや報酬補助。

・後進の育成を図ったり、若いボラン
ティアや日本語教師が生計を立て
ていくことができるような資金の補
助が公的機関より必要。
・教室に通う外国人の多様な学習
ニーズと日本語ボランティアのス
キルのミスマッチが起こりやすい。

日本語教室運営における課題
（外国人集住都市会議）

日本語教師・ボランティアの構成
（外国人集住都市会議）

常勤 6人 1%

非常勤 74人

11%

ボランティア

618人 88%



国への投げかけ

企業に向け、外国人材に対する日本語教
育の重要性について認識するよう、国か
ら働きかけを行う。

日本語教育の推進に関する法律

（事業主の責務）
第六条 外国人等を雇用する事業主は、基本理念にのっとり、国又は地方公
共団体が実施する日本語教育の推進に関する施策に協力するとともに、そ
の雇用する外国人等及びその家族に対する日本語学習（日本語を習得す
るための学習をいう。以下同じ。）の機会の提供その他の日本語学習に関
する支援に努めるものとする。


